
1. はじめに

• 言語地理学における「同音衝突」の定義
「同音異義語が地理的相補分布を示すこと」
（馬瀬1979、小林1981）
モデル図（右）：Pは語形、（ｘ）（ｙ）は意味。

• 再定義の提唱
「同音異義語の地理的に隣接して現れること」

• 形成過程
・従来の考え：同音異義語になる直前の拡大停止
・今回のとらえ直し：多様な変化過程がある。

語彙変化のダイナミズム

2. Ⅰ型：地理的相補分布

• 富山県庄川流域における「桑
の実」と「燕」のツバメ

• 上流域の五箇山では「桑の
実」がツバメに変化してもこ
の地域の「燕」はツバクラな
のでホモニム化しない。
中下流部では「燕」はツバメ
なので、ホモニム化を避けて
ツバメには変化できない。

3. Ⅱ型:同音異義語発生とⅢ型:語彙崩壊
• 天竜川上流の上伊那地方では「魚のあらと一緒

に煮た大根汁」（以下、「大根汁」）をニコゴ
リと言うようになり、「にこごり」とホモニム
化（馬瀬1979、1980a）。
→Ⅱ型（後述するように正確にはⅡa型）

• 「にこごり」は語としての独立性を消失（馬瀬
1979）
→Ⅲ型

• ホモニム化を起こすと「相補分布」ではなくな
る。

• 「大根汁」がニコゴリ化するのは、安室
（2022：236、245）のコツニ相当の*ニコツの
存在を想定してはどうか。*ニコツが類形のニコ
ゴリとホモニム化する（Ⅱ型）。その後、つい
に語彙崩壊を起こした（Ⅲ型）と推定。

4. ⅠⅡⅢ各型のモデル化

・同音衝突は多様
・変化は、Ⅰ→Ⅱ→Ⅲのような一方向性を持たない。逆行も起こる。

5. 富山県下新川地方における「唐辛子」と
「ピーマン」―極短期間の変化

永瀬（1977a、1977b）に示されている分布を見ると、富山県下新川地方では、「ピーマン」と「唐辛子」が極
短期間（4～8年）でダイナミックに変化した。
【左図】は1960年代末、【右図】は1970年代初頭。いずれも原論文をもとに作図した。

6. Ⅱa型とⅡb型
• 「唐辛子」は南米原産で、近世にヨーロッパ経由で日本にもたらされた渡来作物（山本2010、

2016、佐藤1977）。

• 「ピーマン」は比較的古くから日本に入っていたものの（農林省統計調査部1951）、一般家庭に
普及するのは1960年代以降（講談社2013：83）。

• 下新川の調査時期はピーマンの普及初期。
• 「唐辛子」「ピーマン」の区別がないホモニムが初期状態。

近隣で使われている「唐辛子」の語形を「ピーマン」にあてがい、両者を区別するようになる。

• Ⅱ型：接するいずれかがホモニム状態
• Ⅱa型

伊那諏訪の「大根汁」「にこごり」のニコゴリのように複数語がマージしてホモニム化するⅡ型を
Ⅱa型とする。

• Ⅱb型
下新川の「唐辛子」「ピーマン」のようにホモニムが分岐するⅡ型をⅡb型とする。

7.下新川のモデル―ふたつの同音異義語
• ホモニム状態が2種ある。

ナンバン（ピーマン、唐辛子）
コショー（ピーマン、唐辛子）

• 新作物の「ピーマン」に近隣の方言をあてて、
区別を生み出す。

• Ⅱｂのαは、Ⅱbʼのホモニムから語形を得て、
新作物の「ピーマン」にあてがい、Ⅱbのβ
状態に移行して、両者を区別する。

• Ⅱ型は統合／分岐のいずれの可能性もある。
従来はⅡaを中心にとらえられてきたが、
Ⅱbのようにホモニム統合から区別の発生も
ある。

8. むすび
• 同音衝突は、地理的相補分布だけで定義した場合、関連する多くの言語変化

がこぼれ落ちてしまう。
• 現実の同音衝突は多様である。
• 「同音異義語の方言分布が意味の異なりにより隣接して現れること」と再定

義することで多様な変化を射程に入れられる。
• 同音衝突

Ⅰ型：地理的相補分布
Ⅱa型：統合による同音異義語の発生
Ⅱb型：分岐による区別の発生
Ⅲ型：同音異義語から語彙破壊

• Ⅱ型のabのように統合・分岐の両方向が可能であり、各型は一方向性を必ず
しも有さない。
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